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団　　　名 指 導 者 代 表 電話番号 活　動　日 活　動　場　所 対 象 校 区

麻 郷 サ ッ カ ー 宮本 敏治 53 -1071
水・日曜日 麻郷小グランド 麻 郷 小

田布施西小
城 南 小

冬季（10 ～２月）
水曜日

スポーツセンター
（第 2 体育館）

東 田 布 施 サ ッ カ ー 木山 好巳 52 -5928

水 曜 日
　または　
木 曜 日

町民グランドまたは
柳井ウエルネスパーク 東田布施小

田布施西小
城 南 小

土 曜 日 東田布施小グランド

田 布 施 J . S . C
（ バ レ ー ボ ー ル ） 山本 功一 52-2800 火 ･ 金・土曜日 スポーツセンター 全 校 区

田布施ミニバスケット 中本 靖則 090-9502
-6022

男子： 火 ･ 金曜日 東田布施小体育館
全 校 区

女子： 木 ･ 金曜日 中学校体育館

チ ャ レ ン ジ
レ ス リ ン グ ク ラ ブ 藤永 真一 52 -4180 火 ･ 金曜日 田布施農工高

レスリング道場 全 校 区

田 布 施 町 剣 道 木村 俊夫 52 -1928
月 曜 日 中学校柔剣道場

全 校 区水 曜 日 田布施西小体育館
土 曜 日 中学校体育館

少年野球城南クラブ 高尾 次郎 52 -8787 土・日曜日 城南小グランド 全 校 区

田 布 施 野 球 一山 弘明 52 -5333 土・日曜日
町民グランドまたは
田布施総合支援学校 全 校 区

麻郷ベアーズ （野球） 岡本 利博 52 -4121 木 ･ 土 ･ 日曜日 町民グランド 全 校 区

田 布 施 町 柔 道 田中 和彦 52 -3345 水 ･ 金曜日 中学校柔剣道場 全 校 区

田 布 施 空 手 ク ラ ブ 塩谷 　誠 52 -4691
木 曜 日 中学校柔剣道場

全 校 区
土 曜 日 スポーツセンター

スポーツ少年団
団員 募集

　田布施町スポーツ少年団では、野球、バスケット、サッカー、バレー、

レスリング、剣道、柔道、空手など11団体が活動しています。

　スポーツは子どもたちの体と心を育て、スポーツ少年団の活動で社

会性も身につけることができます。一緒に活動してみませんか！

　　
申込方法・申込み先

２月上旬に町内の小学校から配布される団員募集要項（中

学生は田布施中学校事務室に設置）の申込書に必要事項を

記入し、町内の小・中学校、社会教育課（中央公民館内）

または指導者代表へ提出。

　　問合せ先

　田布施町スポーツ少年団本部
　（中央公民館内）

　☎ 52-5813

　受付時間　平日午前８時 30 分～午後５時 15 分

　または指導者代表まで

※年会費・保険料については、各団体へお問い合わせください。
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ク　ラ　ブ　名 対　象　者 活動日・時間（変更する場合があります）

シニア体力アップクラブ
　（ウォーキング・筋トレ・レクリエーションなど）

20 歳以上 土曜日（9:30 ～ 11:00）

バウンドテニスクラブ
　（子どもから高齢者までの生涯スポーツ）

原則 18 歳以上
水曜日（19:30 ～ 21:30）
土曜日（10:00 ～ 12:00）

ラージボール卓球クラブ　　　　　　　　
　（子どもから高齢者までのファミリー的）

小学生以上 日曜日（19:30 ～ 21:00）

水泳クラブ　　　　　　　　　　　　　　
　（水泳が上達する、中・高校生の部活動を含む）

小学生～高校生
火曜日～金曜日（午後）
土・日曜日（午前または午後）

泳泳（昼）クラブ
　（水泳・水中ウォークによる「ふれあい健康づくり」）

18 歳以上
６月～ 10 月（火・水・木曜日）（13:30 ～ 15:00）
10 月～ 5 月（木曜日）（14:00 ～ 15:00）

泳泳（夜）クラブ
　（水中ウォーク、初・中・上級水泳）

小学生以上
７月～９月（火曜日～土曜日）（19:30 ～ 21:00）
10 月～６月（週３回）（20:00 ～ 20:40）

弓道クラブ　　　　　　　　　　　　　　　
　（初心者から上級者まで、中・高校生の部活動を含む）

中学生以上 火曜日～日曜日（午前または午後）

遊
ゆ う ほ

歩（ウォーキング）クラブ
　（町内外のイベント・史跡・名所を歩いて健康づくり）

幼児以上
土曜日または日曜日（回数は未定）
早朝ウォーキング（夏休み期間）

スマイル バドミントンクラブ
　（初心者歓迎。ストレッチ、楽しみながら本気でゲーム）

18 歳以上 水曜日（10:00 ～ 12:00）

TAB31 サッカークラブ
　（初心者から上級者まで楽しく健康づくり）

中学生以上
（中学生要送迎）

月 2 回程度（基本的に 19:00 ～ 21:00）

ジュニアサッカー
　（部活動に準ずる）

田布施中学校
生徒のみ

月曜日～金曜日（16:30 ～ 18:30）
土曜日（9:00 ～ 12:00）

サッカークラブ
　（サッカーを楽しみながら体を動かす）

定員に達しており
新規は要相談

土曜日または日曜日

　　年会費と保険料
■年会費　

・中学生以下　500 円　・高校生以上　1,000 円

・家族加入　１家族 2,000 円

※町外の人も年齢を問わず１人 1,000 円で加入できます。
※クラブによっては別途会費が必要な場合もあります。

■年間保険料（スポーツ安全保険への加入が必要）

・中学生以下　830 円　・高校生以上　1,880 円

・65 歳以上　1,230 円　　（手数料 30 円含む）

　※ 3 月 18 日（金）までに加入すると手数料がかかりません。

※保険の有効期間は、４月１日から翌年３月 31 日

　です。途中加入の場合も、翌年３月 31 日までです。

※活動中および自宅との往復中の事故についても、

　スポーツ安全保険の対象範囲内となります。

　田布施スポーツクラブでは、幼児から高齢者まで幅
広く活動しています。スポーツクラブで楽しく、健康
づくり、生きがいづくり、仲間づくりをしてみませんか。
　あなたができるスポーツを探してみましょう！

◎この他に「会員親睦交流大会」、「ウォーキング大会」および「幼児・小学生水泳教室」を開催しています（別途募集）。
◎田布施スポーツクラブの活動は、スポーツセンターを中心に行います。

田布施スポーツクラブ
会員 募集

　　申込方法

社会教育課・スポーツセンターに備え付けの

「入会申込書」に必要事項を記入・捺印し、年

会費と保険料を添えて提出。

【申込受付開始　３月１日（火）～】

　　申込み・問合せ先

田布施スポーツクラブ事務局
（中央公民館内）

☎ 52-5813

受付時間　平日午前８時 30 分～午後５時 15 分

☆新しくクラブやサークルなどをつくりたい人も
お気軽にご相談ください。

☆各クラブの指導者・スタッフを募集しています。
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申込締切  ３月４日（金）

　桜まつりにおいてボランティアでお手伝い
していただける人を募集しています。
　興味のある人は、お気軽に観光協会までお問
い合わせください。初めての人も大歓迎です。
◇募集条件　中学生以上
※中学生・高校生は保護者の承諾書が必要です。

桜 まつりボランティアスタッフ
◇日時　４月３日（日）
　　　　午前９時30分～午後４時
◇場所　ふるさと詩情公園（近隣公園）
◇出店料
　１小間（テント0.5張り分）7,000円
※町内の人は6,000円
◇レンタル料
・テーブル　　１卓　850円
・パイプイス　１脚　250円
・電源　　　　１口　1,000円
◇水道使用料　１日　2,000円
　　　　　　　（午前９時～午後４時）
◇出店品目　品目は調整する場合があります。

出 店者

◇申込み・問合せ先
　〒742-1513　田布施町大字麻郷1278
　田布施町観光協会　事務局：宮尾
　☎25-3527　℻25-3581
　Ｅ-mail：tabuse-kankou@aqua.plala.or.jp

第 46 回 たぶせ 桜 まつり

　募　集　

2016　２/12 号　

　今年から、開催場所が「さくら橋周辺」から田布施町役場の西側の
「田布施町ふるさと詩情公園（田布施町近隣公園）」へ変更となります。

第 46 回たぶせ桜まつり　同時開催

※今年から『田布施川さくら健康マラソン』の
名称を変え、『田布施川桜まつりロードレー
ス大会』として開催します。

◇種目
・1.5㎞
　さくら橋出発、田布施川付近を周回
・５㎞、10㎞
　スポーツセンター出発、田布施川付近を周回
◇参加資格
　出場種目を完走できる健康な人
※高校生以下は保護者の同意を得てください。
◇参加料　　高校生以上　2,500円
　　　　　　中学生以下　2,000円
◇申込期限　専用振替払込…２月26日（金）
　　　　　　ホームページ…３月２日（水）
◇申込方法
　スポーツセンター、町役場社会教育課または各

公民館に備え付けのパンフレットをご覧いただ
き、お申し込みください。

◇表彰
各種目・年代・男女別に１位～３位（1.5㎞は８
位まで賞品）に賞状・賞品を贈呈

※参加者全員に参加賞、完走者に完走証を差し上
げます。

◇問合せ先
スポーツセンター　☎52-3832

第35回 田布施川桜まつり
　　　ロードレース大会

４月３日（日）午前 10 時～
　（雨天決行）

４月３日（日）
開催！
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問田布施図書館　☎ 52-2288

　

第
35
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
１
１
７
６
篇
の
応
募
の

中
か
ら
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

（
受
賞
者
名
、
学
校（
一
般
は
自
治
会
）名
、
学
年
、
題
名
の
順
に
表
記
）

読  書 感 想 文 コ ン ク ー ル

●日時　２月20日（土）

　　　　　　午前９時～午後５時

●場所　 田布施図書館　☎52-2288

●内容
・ちびっこのつどい　

午後１時 30 分～　２階　講座室

人形劇、大型絵本のよみきかせ、

かみしばいなど　

・チャレンジ！絵本！

　絵本であそぼう♪

・読書感想文コンクール表彰式

　午前10時30分～　２階　学習室

・展示

　園児の絵画、Let's 俳句、BOOK POP

・ブックリサイクルフェア（古本市）

　１冊10円（１人10冊まで）

　場所　ブラウジングコーナー
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は
い
や
だ
ね
ク
リ
ス
ト
フ

松
浦  

百
花　
　

田
布
施
西
小　

４
年	　

星
に
な
っ
た
ゆ
き
な
ち
ゃ
ん

猪
股  

彩　
　
　

東
田
布
施
小　

５
年	　

う
そ
は
よ
く
な
い

小
野  

由
紀
子　

麻
郷
小　
　
　

６
年	　

あ
り
が
と
う
実
験
動
物
た
ち

木
村  

颯
太　
　

城
南
小　
　
　

６
年	　

び
せ
い
ぶ
つ
っ
て
す
ご
い

内
山  

隼
輔　
　

田
布
施
中　
　

１
年	　

僕
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

伊
藤  

万
琳　
　

熊
毛
南
高　
　

３
年　

	「
君
が
踊
る
、
夏
」を
読
ん
で

関
本  

彩
乃　
　

熊
毛
南
高　
　

３
年　

	

強
い
気
持
ち

中
本  

光　
　
　

熊
毛
南
高　
　

３
年　

	

青
春
の
一
ペ
ー
ジ

村
井  

優
花　
　

熊
毛
南
高　
　

３
年　

ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖

束
本  

弘
子　
　

見
田
団
地　
　

一
般	　

ぶ
れ
な
い
心

個人番号カードについてのお知らせ

　個人番号カードの交付については、窓口が混み合わないよう順次「交付通知書」をお送りしてい
ます。ご自宅へ通知書が届き次第、町民福祉課住民係まで個人番号カードを受け取りに来てください。
＜お詫び＞
　昨年 10 月に各戸配布しました「個人番号カードの申請・交付について」（ピンクの紙）の中で、『平
成 28 年１月以降は、役場や一部勤務先でも申請できます。』とお知らせしましたが、個人番号カー
ドの申請は、郵便による申請とオンラインによる申請のみとなります。ご了承ください。

図書館まつり第23回

問町民福祉課  住民係　☎ 52-5811

!!
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食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　保健センターだより　
健
康
づ
く
り

推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ご存じですか？ロコモティブシンドローム（ロコモ）！
問保健センター　☎ 52-4999

■ロコモティブシンドロームの原因

　　ロコモの主原因は「バランス能力の低下」、「筋
力の低下」、「骨や関節の痛みやしびれ」です。平
成 22 年国民生活基礎調査によると、介護や支援
が必要となった人の原因は 5 人に１人が運動器
の障害で、ロコモは介護につながる全身病ともい
えます。

■ロコモティブシンドロームチェック

　　次のうち、普段の生活の中で思いあたることが
　1 つでもあればロコモの危険性があります。
　①片足立ちで靴下がはけない
　②家の中でつまずいたり滑ったりする
　③階段を上がるのに手すりが必要である
　④家のやや重い仕事が困難である
　　（掃除機の使用、布団の上げ下ろしなど）
　⑤２㎏程度の買物をして持ち帰るのが困難である
　　（１ℓの牛乳２個程度）
　⑥ 15 分くらい続けて歩くことができない
　⑦横断歩道を青信号で渡りきれない

★
カ
ブ
と
ハ
ム
の
マ
リ
ネ
★

旬
の
カ
ブ
を
丸
ご
と
使
い
、
あ
っ
さ
り
と
仕
上
げ
た
副
菜
レ
シ
ピ
で
す
。

カ
ブ
に
は
、
消
化
を
助
け
る
酵
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
胃
腸
を
保
護
し
て
く

れ
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。特
に
葉
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分
が
豊
富
で
、

骨
粗
鬆
症
や
貧
血
の
予
防
に
最
適
で
す
。

作
り
方

①	

カ
ブ
は
３
㎜
厚
さ
の
い
ち
ょ
う
切

り
に
す
る
。
カ
ブ
の
葉
は
サ
ッ
と

茹
で
て
３
㎝
長
さ
に
切
る
。
ハ
ム

は
拍
子
切
り
、
レ
モ
ン
は
い
ち
ょ

う
切
り
に
す
る
。

②	

ボ
ウ
ル
に
Ⓐ
を
合
わ
せ
、
①
を
加

え
て
混
ぜ
、
30
分
ほ
ど
味
を
な
じ

ま
せ
る
。

１人分の栄養価
エネルギー…134kcal
たんぱく質…8.6g　脂質…5.2g
カルシウム…140mg　塩分…2.1g

材
料（
４
人
分
）

Ⓐ

■適度な運動でロコモ予防を！

　　ロコモの予防・改善には自分の体を上手に使う
トレーニングがお勧めです。まずはスクワットと
片足立ちを始めてみましょう。関節に負担をかけ
ずに骨や筋肉を鍛えられるので転倒予防になりま
す。（腰痛、関節痛など、体調に不安があるとき
は医師に相談してから始めましょう。）

＊保健センターでは「田布施町歌」をアレンジし、ス
クワットや片足立ちを取入れた転倒予防運動を考案
し、普及に努めています。今後も出前講座や集会な
どで実施しますので、ぜひ活用してください。

　町歌体操のお問い合わせは保健センターにご連絡
ください。

　「ロコモ」という言葉をご存じですか？ロコモとは「ロコモティブシンドローム（運動器症候群）」の通
称で、筋肉・骨・関節といった運動器の働きが衰え、立つ・歩くという移動機能が低下した状態のことです。
　日常生活でトレーニングを実施して転倒しにくい身体をつくりましょう。

カブ		  （3 個）360g
カブの葉　　　　　　　　　60g
ハム　　　　　  （3 ～ 4 枚）40g
レモン　　　　　　　　　1/4 個
　オリーブオイル　　　大さじ 3
　酢　　　　　　　　　大さじ 2
　はちみつ　　　　　大さじ 1/2
　塩　　　　　　　　小さじ 1/3
　玉ねぎ（すりおろし）　 小さじ 2
　粗びき黒こしょう　　　　少々

→ 

横
上
げ

→ 

ス
ク
ワ
ッ
ト
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どの凧が一番高くあがるかな？
　町子連新春凧あげ大会が、スポーツセンターの
グラウンドで開催され、子どもたちはデザイン部
門・上昇部門で競い合いました。
　この大会であげる凧は、昨年の晩秋に開かれた
親子ふれあい凧作り教室で、子どもたちが奮闘し
ながら作ったものです。
　大会当日、手作りの凧は空高く舞い上がり、参
加者から大きな歓声があがりました。

Tabuse
Town News

１/19 障害者陸上と絆を学ぶ
　西の寺子屋の一環として、田布施西小学校で公
開講座『障害者陸上との出会い～「絆」の先にある
もの～』が開かれました。
　講師は、強度の弱視という障がいを持ちながら、
全国障害者スポーツ大会800ｍ・1500ｍ陸上に
おいて金メダルを受賞された、野坂千惠子さんと
伴走ランナーの坪井康郎さんです。お二人は、自
分たちの好きなことを頑張ることで生まれた多く
の出会いについて、笑顔で生徒たちに語りました。

１/ ８ 寒空の下、みんなであたたまろう
　城南小学校でどんど焼きが行われました。
　今年の櫓は昨年よりも大きく作られていまし
た。櫓に火がつけられた瞬間、大きな炎が立ちの
ぼり、子どもたちは両手を伸ばしてその暖かさを
感じていました。
　どんど焼きの後には、婦人会や PTA のみなさ
んが用意した豚汁や餅に舌鼓を打ち、友だちと話
しながら楽しい一時を過ごしていました。

１/1012/22 厚生労働大臣表彰を受賞
　田代克彦さんが、厚生労働大臣表彰の受賞を町
長に報告されました。
　田代さんは、長年にわたり民生委員として地域
のみなさんの日常を支え、また児童委員としても
子どもたちの笑顔を守っておられます。この地域
に密着した活動が、地域福祉の発展に大きく関与
していることが評価され、社会福祉功労者として
表彰されました。



９ 広報たぶせ No.953

法務大臣からの感謝状が送られました
　金長広典さんが、法務大臣感謝状の受賞を町長
に報告されました。
　金長さんは、昭和59年に人権養護委員を委嘱
され、退任される平成 27 年 12 月までの 31 年間
にわたり、地域のみなさんの人権擁護と人権思想
の普及高揚に尽くしてこられました。
　このたび、永きにわたる活動が評価され、山口
地方法務局周南支局長によって、法務大臣からの
感謝状が手渡されました。

■
山
口
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

○
勤
続
章

（
30
年
）

　

新
森　

秀
生　
　

高
砂　

益
夫

（
20
年
）

　

惠
元　

朗
夫　
　

田
中　

龍
夫

　

島
津　

義
弘

（
10
年
）

　

向
山　
　

洋　
　

久
光　

孝
博

　

沖
永　

幸
輝　
　

中
津　
　

豊

　

吉
次　

泰
弘　
　

佐
々
木　

忍

　

石
田　

徹
也

■
光
地
区
消
防
組
合
消
防
長
表
彰

　

福
本　

周
平　
　

山
田　

成
正

　

濱
田　

健
二　
　

田
中　

昭
雄

　

塩
谷　

哲
晴

■
山
口
県
消
防
協
会
会
長

　

退
職
消
防
団
員
感
謝
状

（
勤
続
年
数
20
年
以
上
）

＊
班
長
以
上
は
10
年
以
上

　

小
田　
　

眞　
　

中
上　
　

守

　

井
堀　

隆
宏　
　

淺
海　

秀
夫

　

１
月
10
日
（
日
）、
商
工
会
館
サ
リ
ジ
エ

で
田
布
施
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
左

記
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

  

表
彰
・
感
謝
状
受
賞
者
、  

新
入
団
員
辞
令
交
付
者  

（
敬
称
略
）

■
新
入
団
員
辞
令
交
付
者

　

有
田　

隆
人　
　

髙
村　

真
樹

　

三
好　

剛
太　
　

玉
田
黄
太
郎

　

玉
田　

俊
嗣　
　

川
尻　

育
生

消
防
出
初
式

１/19

　岩本 宏司さんが、１月１日付で、
法務大臣から田布施町の人権擁護委員
に委嘱されました。
　人権擁護委員は、みなさんの身近な
困りごとについての相談相手となり、
さまざまな問題を解決する手助けを
行っています。
　（本町では、清水 俊澄さん、錢谷 忠
義さん、谷 茂子さんも人権擁護委員
として活躍しておられます。）

人権擁護委員

 岩本 宏司さん （大波野上）
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茶
話
会
の
冊
子

←

■
井
上  

仁
志 （
委
員
長
）

　

私
は
、
今
回
、
実
行
委
員
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
メ

ン
バ
ー
と
役
場
の
方
々
の
力
添
え
も
あ

り
、
無
事
に
成
人
式
を
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

今
回
の
成
人
式
で
、
ご
来
賓
の
方
か
ら

「
ど
ん
な
形
で
も
よ
い
の
で
、
両
親
に
感

謝
し
て
く
だ
さ
い
。」と
仰
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
た
ち
は
一
人
で
成
人
に
な
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
親
や
、
先

生
方
、
地
域
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
成
長
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
に
か
か
わ
っ

て
く
れ
た
人
、
一
人
一
人
に
感
謝
し
よ
う

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

い
ま
ま
で
に
受
け
た「
愛
」を
、「
恩
」で

返
せ
る
よ
う
に
、
更
に
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
。

■
江
藤  

美
沙
希 

　

活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昨
年
の
八
月

で
し
た
。
先
輩
に
誘
わ
れ
、
昨
年
の
成
人

式
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

度
は
自
分
た
ち
の
番
だ
と
張
り
切
っ
て
い

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
盛
り
上

げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た

が
、
忙
し
さ
も
あ
り
、
実
行
委
員
で
は
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
活
動
し
て
き
た
つ
も
り

で
す
。

　

成
人
式
当
日
は
、
久
々
に
中
学
生
活
を

共
に
過
ご
し
た
友
人
達
に
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
変
わ
ら
ず
ま
た
こ
う
し
て
語

り
合
え
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
社
会
人
に
な
る
に

あ
た
っ
て
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た

が
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
努
力
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
私
も
負
け
て
ら
れ
な

い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
式
に
し
て
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　20 歳を迎え、大人として新たなスタート地点に立った皆さん、目標
や夢に向かって元気に歩んでいってください。
　成人式の実行委員として力を注いでくれた４人の皆さんに、今の思
いを語っていただきました。

成人式を終えて

成人式実行委員会

No.280

私たちと人権シリーズ　No.117

田中　惠美子

幸せの黄色い旗

　

今
か
ら
二
十
年
余
前
、
実
家
の
近
く

の
小
学
校
に
転
勤
と
な
り
ま
し
た
。
両

親
は
、
毎
日
、
娘
が
家
の
前
を
通
る
こ

と
に
な
っ
て
大
層
喜
び
ま
し
た
。

「
お
寿
司
を
作
っ
た
か
ら
寄
る
か
と

思
っ
た
の
に
。」

と
言
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
子
育
て

真
っ
最
中
で
、し
か
も
多
忙
な
教
師
が
、

帰
宅
途
中
に
寄
り
道
す
る
余
裕
な
ど
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
携
帯
電
話
も
持

た
な
い
時
で
し
た
の
で
、

「
寄
っ
て
ほ
し
い
時
は
、
旗
で
も
立
て

て
く
れ
れ
ば
寄
る
け
ど
…
。」

と
何
気
な
く
話
し
た
と
こ
ろ
、
し
ば
ら

く
し
て
、
実
家
の
門
に
、
黄
色
い
旗
が

立
ち
ま
し
た
。
本
当
に
作
っ
た
ん
だ
と

思
い
な
が
ら
、
立
ち
寄
っ
て
み
る
と
、

総
菜
を
持
っ
て
帰
ら
れ
る
よ
う
に
作
っ

て
あ
り
ま
し
た
。

田布施西小学校  校長
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■
小
野  

功
貴

　

目
を
閉
じ
れ
ば
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
部

活
動
に
励
ん
で
い
た
あ
の
光
景
が
想
い
出

さ
れ
、
あ
の
頃
に
戻
っ
て
想
い
出
を
つ
む

ぎ
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　

　
「
青
春
の
夢
に
忠
実
で
あ
れ
」と
言
っ
た

ド
イ
ツ
の
詩
人
が
い
ま
す
。
私
達
の
中
に

は
、
既
に
実
社
会
入
り
し
て
働
い
て
い
る

者
も
い
れ
ば
、
学
業
を
継
続
中
の
者
も
い

ま
す
。
置
か
れ
た
状
況
の
違
い
は
あ
れ
、

常
に
夢
を
信
じ
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

生
ま
れ
て
か
ら
二
十
年
、
こ
れ
ま
で
何

ら
か
の
形
で
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ

て
、
生
き
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

次
の
世
代
を
支
え
る
側
に
な
れ
る
よ
う
社

会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

■
久
保  

み
の
り

　

実
行
委
員
と
し
て
成
人
式
の
運
営
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
同
じ
実
行
委
員
の
メ

ン
バ
ー
や
田
布
施
町
役
場
職
員
の
皆
様
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

成
人
式
が
開
催
で
き
た
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
今
回
の
成
人
式
開
催
に
向
け
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
こ
の
機
会
を

お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
実
行
委

員
と
し
て
私
自
身
が
で
き
た
こ
と
は
本
当
に

微
々
た
る
も
の
で
し
た
が
、
運
営
す
る
側
に

携
わ
れ
た
こ
と
で
今
後
に
つ
な
が
る
経
験
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
成
人
と
し
て
、
成
人
式
と
い

う
形
で
成
人
の
お
祝
い
を
し
て
い
た
だ
け

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

精
神
的
に
未
熟
な
部
分
が
多
い
の
で
す

が
、
成
人
し
た
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

井
上　

仁
志　
　

小
野　

功
貴

米
津　

晃
人　
　

四
反
田
真
衣

江
藤
美
沙
希　
　

島
﨑　

祥
子

吉
村　

明
紘　
　

野
村　

拓
哉

竹
内
理
咲
子　
　

久
保
み
の
り

中
川　

碧
惟　
　

浜
岡　

大
地

吉
村　

享
子　
　

青
田　

諒
子

　

そ
れ
か
ら
、
た
び
た
び
、
黄
色
い
旗

が
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
昨
日
は
、
出
張
だ
っ
た
の
に
旗
が
出

て
い
た
よ
。
代
わ
り
に
寄
ろ
う
か
と

思
っ
た
。」

と
、
職
場
で
も
話
題
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
冬
場
に
な
る
と
、
暗
く
て
旗

が
見
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
、
旗
の

前
に
父
が
立
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

忙
し
く
し
て
い
る
私
を
少
し
で
も
助

け
て
や
り
た
い
と
思
う
親
心
が
あ
り
が

た
く
、
慌
た
だ
し
い
中
に
も
幸
せ
な

日
々
で
し
た
。
勤
務
し
て
い
た
八
年
間

で
黄
色
い
旗
は
す
っ
か
り
色
あ
せ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
お
陰
で
、
子
ど
も
た

ち
は
無
事
、
巣
立
ち
、
私
も
仕
事
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

数
年
し
て
父
が
亡
く
な
り
、
母
も
車

い
す
生
活
と
な
り
施
設
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
お
見
舞
い
に
持
っ
て

い
っ
た
蜜
柑
を
「
今
年
の
は
お
い
し
い

ね
。」と
言
っ
て
食
べ
て
い
る
母
の
姿
を

見
な
が
ら
、
今
度
は
私
が
、「
幸
せ
の

黄
色
い
旗
」
を
立
て
る
番
が
来
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

親
子
、
家
族
の
あ
り
方
は
様
々
で
す

が
、
互
い
に
思
い
や
る
心
を
次
の
世
代

に
つ
な
い
で
い
く
よ
う
、
今
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

成人式実行委員のみなさん
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中
谷
み
さ
を

原　

た
ま
え

部
屋　

慈
音

甲
斐　

信
子

小
藤　

淳
子

２月の
休館日

 

絵
本 

 

一
般 

図
書
館
へ

行
こ
う
。

もう一冊。

毎週月曜日・祝日
月末整理日　28 日（日）

夕

や

け

雲

ひ
ろ

が

り　

帰

ら

ぬ

人
は

胸

の

中

シ
ナ
リ
オ
の
無
い
人
生
を　

あ
り
の
ま
ま
に
生
き
る

冴

え

る

月　

ふ

と

冬

の

夜

の

過

去

が

走

る

病

葉

一

枚　

金

魚

の

顔

し

て

泳

ぐ

そ
の
一
言
に
心
の
扉
を　

開
け
た
り
閉
め
た
り

　
　
　
　

短
歌

一
太
刀
に
悪
代
官
が
の
け
ぞ
れ
ば

　
　

救
急
車
の
音
風
に
近
づ
く	

久
保　
　

敬

シ
ク
ラ
メ
ン
豚
の
饅
頭
と
も
呼
ば
れ

　
　

可
哀
想
な
り
鉢
に
水
遣
る	

岡
本
ま
さ
子

「
雷
が
落
ち
れ
ば
き
の
こ
が
よ
く
育
つ
」

　
　

テ
レ
ビ
の
話
に
耳
そ
ば
だ
て
つ	

藤
田　

京
子

桶
に
身
を
委
ね
お
り
い
る
あ
さ
り
等
の

　
　

手
を
入
れ
た
れ
ば
潮
の
吹
き
と
ぶ	

城　
　

恭
子

餌
を
待
つ
金
魚
を
な
だ
む
る
声
む
か
し

　
　

昔
あ
が
子
を
あ
や
し
し
口
調	

吉
村　

恭
子

周
防
一
夜
会

　
　
　
　

麻
郷
俳
句
教
室

園
児
等
の
声
の
明
る
き
出
初
式	

播
磨　

春
枝

一
羽
お
り
一
羽
と
び
た
ち
初
雀	

岡　
　

倫
子

め
い
め
い
の
名
前
を
記
し
て
祝
箸	

木
村　

博
通

初
み
く
じ
子
は
子
の
丈
に
結
び
け
り	

曽
我　

欣
行

文
字
忘
れ
筆
の
進
ま
ぬ
初
日
記	

松
根
千
代
子

か
く
す
に
は
惜
し
き
福
耳
冬
帽
子	

田
村　

文
代

『追いかけるな  大人の流儀５』
　　　　　　　　　伊集院 静  著

追いかけるから、苦しくなる。負け
る。捨てられる。人はすべて、一人
で生まれ、一人で去っていく生き物
である…。日々の思いをつづった
エッセイ集、第５弾。

問田布施図書館　☎ 52-2288
　HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
　E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

え
ん
ぎ
が
い
い	

雨
宮　

尚
子

よ
く
わ
か
る
少
年
法	

後
藤　

弘
子

子
ど
も
の
哲
学	

河
野　

哲
也

ゆ
き
だ
る
ま
う
さ
ぎ	

　

え
が
し
ら
み
ち
こ

ぞ
う
さ
ん
、
ど
こ
に
い
る
の
？	

バ
ル
ー

め
い
ち
ゃ
ん
の
５
０
０
円
玉	な

か
が
わ
ち
ひ
ろ

マ
マ
は
お
医
者
さ
ん	

あ
さ
の
あ
つ
こ

自分がなんなのか忘れてしまった “ ぼ
く ”。耳かき？釘抜き？編み棒？「いや
いや、絶対なにかを食べるときに使う
もんや」と思った “ ぼく ” は、自分探し
の旅へ…。

安
倍
官
邸
Ｖ
Ｓ.

習
近
平	

読
売
新
聞
政
治
部

バ
ス
ボ
ム
レ
シ
ピ	

篠
原　

由
子

有
元
葉
子
の
ご
飯
料
理	

有
元　

葉
子

孫
と
私
の
小
さ
な
歴
史	

佐
藤　

愛
子

獅
子
吼	

浅
田　

次
郎

た
ん
ぽ
ぽ
団
地	

重
松　
　

清

は
だ
れ
雪	

葉
室　
　

麟

ギ
リ
シ
ア
人
の
物
語  

１	

塩
野　

七
生

『ぼくはいったいなんやねん』
　　　　　　　  岡田 よしたか  著

・おしゃべり箱おはなしの会
　2 月 20 日（土）午後１時 30 分～	
・図書館まつり
　2 月 20 日（土）午前９時～午後５時

大嵐で甚大な被害を受けた旅宿「かわせ
み」の女主人るいたちが、お伊勢まいり
に出かけた。のどかな街道風景を眺めな
がら慣れない旅を続けるが、次々と怪事
件が起こり…。

句
俳

短
歌

『お伊勢まいり
　　　　　新・御宿かわせみ６』
　　　　　　　　  　平岩 弓枝  著

 イ ベ ン ト 
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月～金曜日　8:30 ～15:30
（ 昼　休　み　　12:15 ～13:15 ）

土　曜　日　8:30 ～13:30

おんとも
子育て支援センター

柳
井
警
察
署
だ
よ
り

問
☎
23
‐
０
１
１
０

　

 http://w
w

w
.police.

　
　
　

pref.yam
aguchi.jp/

　
　
　
　
　

1040/index.htm

『立ち入り禁止に注意！』

　　一部の港やため池、河川のほか、各市町で管理する施設などには、部外者
が立ち入ることを禁じている場所があります。
　こうした場所は、各市町が安全面や施設管理上の防犯面などを考慮して無断
の立ち入りを禁じているものです。
　正当な理由なく立ち入った場合、軽犯罪法の違反（拘留又は科料）として処罰
されることがありますので、危険防止などのためにも、安易に立ち入らないよ
うにしましょう。

※今年度の支援センター開放は３月 24 日（木）までです。

問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

（
12
／
16
～
１
／
15 

受
付
分
）

＊ 

社
会
福
祉
事
業
へ

田
布
施
町
更
生
保
護
女
性
会

＊ 

香
典
返
し

中　

西　

岡
野
保
雄
（
母
）
靜
枝

配　

原　

立
石
直
人
（
父
）
宏
司

矢　

蔵　

小
松　

孝
（
父
）
和
利

＊ 

紙
オ
ム
ツ

匿
名
１
件

はいはい

１ 日 ( 火 )　アルバム作り
８ 日 ( 火 )　身体測定
15 日 ( 火 )　お別れ会

あんよができるまでの赤ちゃん対象

すくすく

２ 日 ( 水 )　調理実習※予約制 10 組限定

18 日 ( 金 )　身体測定・お別れ会

H24.4.2 ～ H25.4.1 生まれの 2 歳児対象

よちよち

３ 日 ( 木 )　アルバム作り
10 日 ( 木 )　身体測定
　　　　　　おにぎりギュッ！
17 日 ( 木 )　お別れ会

あんよが上手にできる H25.4.2 以降生まれ対象

赤ちゃんサロン（３月行事） 10:00 ～ 12:00

全員対象

９ 日 ( 水 )　誕生会
16 日 ( 水 )　リトミック

問たぶせ保育園　☎53-1012

施設開放 *  *  *

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」の内容とは関係ありません。
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お 

知 

ら 

せ

く ら し の 情 報

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

◇
日
時　

３
月
３
日（
木
）

　

受
付
：
午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者　

平
成
24
年
９
月
１
日
～

平
成
24
年
11
月
30
日
に
生
ま
れ
た

幼
児

◇
内
容　

内
科
診
察
・
歯
科
診
察
な
ど

※
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

　

平
成
28
年
度
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
会
議
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、
利
用
す
る
団
体

の
責
任
者
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昼
間
・
夜
間
定
期
練
習
お
よ
び
各

大
会
行
事
日
程
の
調
整
を
一
度
に

行
い
ま
す
。

◇
日
時　

２
月
26
日（
金
）

　

午
後
７
時
～

◇
場
所

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

◇
問
合
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
３
８
３
２

【 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
会
議 

】

　

可
燃
物
処
理
場
の
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
（
計
量
秤
）
修
理
に
伴
い
、

施
設
を
閉
鎖
す
る
た
め
、
左
記
の
日

に
可
燃
物
の
搬
入
が
で
き
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
搬
入
禁
止
日　

３
月
20
日（
日
）

◇
問
合
せ
先

　

周
東
環
境
衛
生
組
合

　

☎
22
‐
２
２
７
０

【 

可
燃
物
処
理
場
へ
の
搬
入
禁
止
日 

】

【 

３
歳
児
健
康
診
査 

】

　

予
防
接
種
は
、
病
気
に
対
す
る
抵

抗
力
を
つ
け
る
も
の
で
す
。
病
気
に

か
か
ら
な
い
た
め
に
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
予
防
接
種
に
は
、
接

種
対
象
年
齢
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

転
入
な
ど
で
予
診
票
が
な
い
人
は
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
麻
し
ん
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）２
期
予
防

　

接
種
・
二
種
混
合

◇
接
種
対
象
者

・
Ｍ
Ｒ
２
期

　

就
学
前
の
１
年
間
に
あ
る
幼
児

【 

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か 
】

（
平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・
二
種
混
合

小
学
６
年
生（
平
成
15
年
４
月
２
日

～
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

◇
接
種
期
限　

３
月
31
日（
木
）

※
「
子
ど
も
の
予
防
接
種
週
間
」
は
、

３
月
１
日（
火
）～
３
月
７
日（
月
）

で
す
。
協
力
医
療
機
関
の
一
部
で

は
、
土
曜
日
や
日
曜
日
に
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
医
療

機
関
に
実
施
日
・
受
付
時
間
・
予

約
の
有
無
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。（
日
本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

http://w
w

w
.m

ed.or.jp/
vaccine/)

■
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

今
年
度
の
対
象
者
で
接
種
を
ご
希

望
の
人
は
、
希
望
す
る
医
療
機
関

で
必
ず
事
前
に
予
約
し
て
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
自
己
負
担
額　

２
７
９
０
円

◇
接
種
期
限　

３
月
31
日（
木
）

■
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

　

個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含

む
）・
会
社
な
ど
の
役
員
の
人
が
事

業
を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
備

え
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備
し
て

お
く
共
済
制
度
で
、「
小
規
模
企
業

の
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」

と
い
え
ま
す
。
毎
年
、
掛
金
が
所
得

控
除
と
な
る
た
め
節
税
効
果
が
あ
り

ま
す
。（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
が
運
営
し
、田
布
施
町
商
工
会
、

【 

小
規
模
企
業
共
済
制
度 

】

金
融
機
関
の
本
支
店
な
ど
の
窓
口
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

◇
参
考
Ｈ
Ｐ　

中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
共
済
制
度

　

h
ttp

://w
w

w
.sm

rj.g
o

.jp
/

skyosai/ 

◇
問
合
せ
先　

中
小
企
業
基
盤
整
備

　

機
構
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１

　
（
平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
７
時 

　

土
曜
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）
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◇
日
時

　

３
月
26
日（
土
）～
４
月
７
日（
木
）

　

午
前
10
時
・
午
後
６
時

◇
問
合
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎
52
‐
５
８
１
２

＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

【 

教
育
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
ま
す 

】

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

【 

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店 

】

　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
店
の
新
規
登
録
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
資
格
要

件
を
確
認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
指
定
工
事
店
の
更
新
申

請
も
併
せ
て
受
け
付
け
ま
す
。な
お
、

指
定
期
間
は
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。
そ
の
後
は
更
新
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
資
格
要
件

・
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
が
１

人
以
上
専
属
し
て
い
る
こ
と

　
（
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
…
日

本
下
水
道
協
会
山
口
県
支
部
が
実

施
す
る
責
任
技
術
者
認
定
試
験
に

合
格
し
、
県
支
部
に
登
録
し
た
人
）

・
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
お
よ

び
機
材
を
有
し
て
い
る
こ
と

・
山
口
県
内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と

・
市
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
代
表
者
ま
た
は
役
員
が
、
成
年
被

後
見
人
、
被
保
佐
人
ま
た
は
破
産

者
で
な
い
こ
と　

な
ど

◇
申
請
方
法

　

建
設
課
下
水
道
管
理
係
備
え
付

け
の
申
請
書
類
に
責
任
技
術
者
証

の
写
し
な
ど
の
必
要
書
類
を
添
付

し
、
記
入
押
印
の
上
、
申
請

◇
手
数
料

 
新
規
登
録
申
請　

５
０
０
０
円

◇
受
付
期
限　

３
月
11
日
（
金
）

◇
問
合
せ
先

　

建
設
課  
下
水
道
管
理
係

　

☎
52
‐
５
８
１
７

【 

広
島
広
域
都
市
圏
バ
ス
ツ
ア
ー 
】

　
『
安
芸
高
田
市
神
楽
門
前
湯
治
村

散
策
と
北
広
島
町
の
大
人
気
バ
イ
キ

ン
グ
』

　

早
春
の
安
芸
高
田
市
と
北
広
島
町

の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
広
島
広

域
都
市
圏
の
魅
力
を
体
験
す
る
バ
ス

ツ
ア
ー
で
す
。

◇
日
時　

３
月
18
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
ご
ろ

◇
集
合
・
解
散

　

Ｊ
Ｒ
広
島
駅
新
幹
線
口

　
（
南
区
松
原
町
）

◇
内
容

 

八
千
代
産
直
市
場
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
）、神
楽
門
前
湯
治
村
（
フ
リ
ー

タ
イ
ム
・
案
内
付
き
）、
舞
ロ
ー

ド
Ｉ
Ｃ
千
代
田『
レ
ス
ト
ラ
ン
響
』

（
昼
食
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）、
古
保

利
薬
師
（
ガ
イ
ド
説
明
）、
戦
国

の
庭
歴
史
館
・
吉
川
元
春
館
跡（
ガ

イ
ド
説
明
）

◇
旅
費　

大
人　

６
０
０
０
円

　
（
交
通
費
・
昼
食
代
込
み
）

◇
募
集
人
数

　

先
着
25
人（
最
少
催
行
人
数
15
人
）

◇
申
込
方
法

　

直
接
も
し
く
は
電
話
で
フ
ジ
ト
ラ

ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
ト
ム
ズ
広
島
営
業

所
で
申
し
込
む

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

〒
７
３
０
‐
０
０
４
４

　

広
島
県
広
島
市
中
区
宝
町

フ
ジ
グ
ラ
ン
広
島
内

　

フ
ジ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
ト
ム
ズ

広
島
営
業
所

　

☎
０
８
２
‐
２
４
６
‐
３
４
３
６

　
（
午
前
10
時
～
午
後
７
時
）

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば

く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
の

労
災
保
険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基

づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経

て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

す
。
石
綿
と
の
関
連
が
明
ら
か
な
疾

病
と
し
て
、
①
石
綿
肺
、
②
中
皮
腫
、

③
肺
が
ん
、
④
良
性
石
綿
胸
水
、
⑤

び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
の
５
つ
の
疾
病

が
あ
り
ま
す
。

　

補
償
の
対
象
と
な
る
要
件
は
疾
病

毎
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

・
山
口
労
働
局

　
　
　
　

労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

　

☎
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
４

・
下
松
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
８
３
３
‐
41
‐
１
７
８
０

【 

石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度 

】
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相　

談

　

年
金
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
年
金

相
談
会
は
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は
徳
山

年
金
事
務
所
へ
相
談
会
前
日
ま
で
に

ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
役
場
で
予
約
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
日
時　

３
月
17
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

◇
場
所　

田
布
施
町
役
場 

保
健
室

◇
予
約
受
付
締
切　

３
月
16
日（
水
）

◇
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
な
ど
）

・
相
談
者
本
人
の
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
代
理
人
に
よ
る
相
談
の
場
合
は
委
任

状
お
よ
び
代
理
人
本
人
の
確
認
が
で

き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先　

徳
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２

【 

徳
山
年
金
事
務
所 

年
金
相
談
会 

】

◇
日
時　

３
月
13
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
場
所　

山
口
県
総
合
保
健
会
館

　
（
山
口
市
吉
敷
下
東
３
‐
１
‐
１
）

◇
内
容

・
弁
護
士
に
よ
る
相
談

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

◇
問
合
せ
先

【 

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
合
同
相
談
会 

】

　

贈
与
税
、
相
続
税
、
土
地
建
物
な

ど
の
譲
渡
所
得
税
、
そ
の
他
税
金
に

関
す
る
無
料
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

◇
日
時　

２
月
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
場
所　

ベ
ス
ト
催
事
場

（
ア
ル
ク
光
店
横
）

◇
問
合
せ
先

　

中
国
税
理
士
会  

光
支
部

　

☎
53
‐
０
２
０
２

【 

税
理
士
記
念
日
無
料
税
金
相
談 

】

　

岩
国
短
期
大
学
生
涯
学
習
公
開
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

■
講
座
内
容

◇
「
楽
し
い
声
楽
」

　

～
歌
曲
か
ら
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
ま
で
～

・
日
時　

毎
週
火
曜
日

　

午
後
６
時
～
午
後
７
時
30
分

・
講
師　

赤
川 

優
子
氏

・
募
集
人
数　

20
人

◇
初
歩
か
ら
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

～
文
書
作
成
編
～

・
日
時　

毎
週
月
曜
日

　

午
後
６
時
～
午
後
７
時
30
分

【 

岩
国
短
期
大
学
公
開
講
座 

】

・
講
師　

竹
野 

博
信
氏

・
募
集
人
数　

15
人

■
場
所　

岩
国
短
期
大
学

■
受
講
資
格　

原
則
20
歳
以
上

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
講
座
名
を
記
入
し
申
し
込

む
。
返
信
用
は
が
き
に
も
住
所
、

氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

※
往
復
は
が
き
は
一
人
１
通
、
講
座

毎
に
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料　

１
講
座
７
０
０
０
円

　
（
１
講
座
は
10
回
開
講
）

■
受
付
期
間

　

３
月
９
日
（
水
）
～
25
日
（
金
）

　

午
後
５
時
必
着
（
土
日
除
く
）

■
受
講
通
知
発
送　

３
月
31
日（
木
）

■
問
合
せ
先

　

〒
７
４
０
‐
０
０
３
２

　

岩
国
市
尾
津
町
２
‐
24
‐
18

　

岩
国
短
期
大
学
総
務
課

　

☎
０
８
２
７
‐
31
‐
８
１
４
１

◇
日
時　

３
月
13
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

◇
場
所　

山
口
県
総
合
保
健
会
館

　
（
山
口
市
吉
敷
下
東
３
‐
１
‐
１
）

◇
講
演
内
容　
「
自
分
と
家
族
の
う

つ
病
に
気
づ
く
た
め
に　

～
身
体

の
不
調
と
気
持
ち
の
関
係
～
」

◇
講
師

　

岡
山
大
学
病
院
精
神
科
神
経
科

　

稲
垣 

正
俊
氏

◇
入
場
料　

無
料

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
５
‐
27
‐
３
４
８
０

【 
山
口
県
自
殺
対
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６ 

】
・
弁
護
士
に
よ
る
相
談

　

山
口
県
弁
護
士
会

　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
０
８
７

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
５
‐
27
‐
３
４
８
０

講
習
・
講
座

　

日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
防
止
や
、

正
し
い
救
命
・
応
急
手
当
の
知
識
と

技
術
に
つ
い
て
、
赤
十
字
救
急
法
指

導
員
が
講
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

最
終
日
に
実
施
す
る
検
定
に
合
格
さ

れ
る
と
救
急
法
救
急
員
認
定
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時

　

３
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）・

21
日
（
祝
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
場
所

　

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部会

議
室

　
（
山
口
市
野
田
１
７
２
‐
５
）

◇
対
象

　

満
15
歳
以
上
の
人
30
人
（
先
着
順
）

◇
受
講
料

　

無
料
（
教
材
費
３
２
０
０
円
）

◇
申
込
方
法

　

詳
細
は
、
日
本
赤
十
字
社
山
口
県

支
部
事
業
推
進
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
限

　

３
月
４
日
（
金
）

◇
問
合
せ
先

　

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
１
０
２

【 

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

救
急
員
養
成
講
習
会 

】
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試　

験

【 

自
衛
官
募
集 

】

　

平
成
28
年
度
一
般
幹
部
候
補
生
お

よ
び
予
備
自
衛
官
補
な
ら
び
に
、
平

成
27
年
度
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

の
募
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
幹
部
候
補
生

◇
応
募
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

　
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒

（
見
込
含
む
）、
修
士
課
程
修
了
者

（
見
込
含
む
）な
ど
28
歳
未
満
）

◇
受
付
期
間

　

３
月
１
日（
火
）～
５
月
６
日（
金
）

◇
試
験
期
日　

　

５
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

　
（
15
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

■
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）

◇
応
募
資
格

・
一
般

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

・
技
能

　

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど

を
有
す
る
人

　
（
資
格
に
よ
り
53
歳
未
満
～
55
歳

未
満
の
人
）

◇
受
付
期
限　

４
月
８
日（
金
）

◇
試
験
期
日　

　

４
月
15
日（
金
）～
19
日（
火
）

◇
日
時　

３
月
13
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

　
（
受
付
：
午
前
８
時
30
分
～
）

◇
場
所

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
内
容

　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◇
募
集
人
数　

先
着
20
人

◇
受
講
料　

無
料

◇
申
込
方
法

　

光
地
区
消
防
組
合
各
消
防
署
へ
備

え
付
け
の
申
込
書
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
む

◇
問
合
せ
先

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
３

　

℻
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
１
１

【 

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
３
時
間
） 

】

催　

し

　

こ
の
１
年
間
行
っ
て
き
た
、
ア
ー

ト
に
親
し
む
体
験
型
催
し
で
製
作
し

て
き
た
作
品
の
展
示
会
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
み
な
さ
ん

と
製
作
し
た
色
と
り
ど
り
の
作
品
を

ぜ
ひ
見
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

３
月
13
日（
日
）

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

◇
場
所

　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

◇
内
容

・
子
ど
も
た
ち
と
作
っ
た
作
品
の
展

示
【 

ユ
メ
を
カ
タ
チ
に 

作
品
展
示
会 

】

　
（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

■
自
衛
官
候
補
生

◇
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

◇
受
付
期
限　

２
月
24
日（
水
）

◇
試
験
期
日　

２
月
27
日（
土
）

■
問
合
せ
先

　

〒
７
４
２
‐
０
０
３
１

　

柳
井
市
南
町
３
‐
８
‐
４

荒
田
ビ
ル
２
階

　

防
衛
省
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本

部
柳
井
地
域
事
務
所

　

☎
22
‐
８
１
９
９

■
化
石
レ
プ
リ
カ
作
り

　

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
三
葉
虫
の
化
石

の
レ
プ
リ
カ
作
り
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時　

３
月
６
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◇
場
所

　

山
口
県
立
山
口
博
物
館

　

別
館
２
階
講
座
室

◇
対
象　

一
般

◇
定
員　

20
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

　

い
ま
す
。

◇
参
加
料　

無
料

◇
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
住

【 

山
口
県
立
博
物
館
行
事 

】

所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・
保

護
者
氏
名
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
の
こ
と
）・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
申
し
込
む

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み

が
可
能
で
す
。

◇
申
込
期
限　

２
月
25
日
（
木
）

■
日
食
を
見
る
会

　

博
物
館
の
太
陽
望
遠
鏡
で
、
部
分

日
食
を
観
望
し
ま
す
。

◇
日
時　

３
月
９
日
（
水
）

　

午
前
９
時
40
分
～
午
前
11
時
40
分

◇
場
所

　

山
口
県
立
山
口
博
物
館
（
屋
上
）

◇
対
象　

一
般

◇
定
員　

自
由
参
加
（
小
学
生
以
下

　

は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

◇
参
加
料　

無
料

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

〒
７
５
３
‐
０
０
７
３

　

山
口
市
春
日
町
８
‐
２

　

県
立
山
口
博
物
館

　

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
２
９
４

・
宇
部
市
ま
ち
な
か
ア
ー
ト 

シ
ャ
ッ

　

タ
ー
壁
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
原
井 

輝
明
氏
監
修
）の
パ
ネ
ル
展
示

◇
問
合
せ
先

　

ユ
メ
を
カ
タ
チ
に（
宮
本
）

　

☎
０
８
０
‐
１
９
３
４
‐
９
２
４
２
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平
成
27
年
度
起
業
に
役
立
つ
デ
ジ

カ
メ
講
座
修
了
生
お
よ
び
島
ス
ク
エ

ア
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
の
写
真
展
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　

２
月
17
日（
水
）～
29
日（
月
） 

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
場
所　

や
な
い
西
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
（
柳
井
市
古
市
）

◇
入
場
料　

無
料

◇
主
催

・
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

◇
問
合
せ
先

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

　
〔
三
原
〕

　

☎
０
９
０
‐
４
１
４
２
‐
９
８
３
９

　
〔
古
川
〕

　

☎
０
９
０
‐
８
０
６
５
‐
６
８
９
７

・
や
な
い
西
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

☎
23
‐
２
４
９
０

【 
島
ス
ク
エ
ア
写
真
展 

】

【 

と
く
さ
が
み
ね

森
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
体
験
会 

】

　

と
く
さ
が
み
ね
森
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ー
ス
は
、
丸
太
や
ロ
ー
プ
、
ワ
イ

ヤ
ー
で
作
ら
れ
た
冒
険
コ
ー
ス
で

す
。
低
い
位
置
に
設
定
さ
れ
た
ロ
ー

◇募集期間
　４月１日（金）～５月９日（月）
◇応募資格
　【青年海外協力隊および日経社会青年ボランティア】
　５月９日現在で、満 20 歳～満 39 歳の日本国籍を持つ人
　【シニア海外ボランティア】
　５月９日現在で、満 40 歳～満 69 歳の日本国籍を持つ人
◇募集概要
　【青年海外協力隊】
　・募集分野　コミュニティ開発、野菜栽培、家畜飼育、小学校教育など約 120 職種
　・派遣国／派遣先　アジア、アフリカ、中南米、大洋州、中東地域の約 70 カ国
　【日系社会青年ボランティア】
　・募集分野　日系日本語学校教師、野球、ソフトボール、青少年活動など
　・派遣国／派遣先　アルゼンチン、ボリビア、ブラジルなどの日系団体など
　【シニア海外ボランティア】
　・募集分野　コンピュータ技術、経営管理、自動車整備、日本語教育など約 120 職種
　・派遣国／派遣先　アジア、アフリカ、中南米、大洋州、中東地域の約 70 カ国
◇応募方法
　所定の応募書類（健康診断書を含む）を郵送（メール便・宅配便）
※書類はウェブサイトからダウンロードできます。
※詳細はお問い合わせください。
◇問合せ先
　〒 102-8012
　東京都千代田区 2-5-25 二番町センタービル
　独立行政法人　国際協力機構（JICA)　青年海外協力隊事務局  募集課
　☎ 03-5226-9813　mail：jicavolunteer-boshu@jica.go.jp

JICAボランティア
2016 年度春募集

エ
レ
メ
ン
ト
と
高
さ
約
10
ｍ
に
設
置

さ
れ
た
ハ
イ
エ
レ
メ
ン
ト
が
あ
り
、

体
験
を
通
し
て
大
き
な
達
成
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
歩
踏
み

出
す
自
分
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　

３
月
12
日（
土
） 

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

◇
場
所

　

十
種
ヶ
峰
青
少
年
自
然
の
家

◇
応
募
資
格　

19
歳
以
上
の
人

◇
募
集
人
数　

15
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

◇
参
加
費

・
26
歳
以
上　

３
０
０
円

・
25
歳
以
下　

２
５
０
円

◇
申
込
方
法

　

必
要
事
項
（
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・

交
通
手
段
・
参
加
目
的
）
を
記
入

し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
送
信
後
の
確
認

電
話
必
須
）ま
た
は
メ
ー
ル（
件
名

記
入
）で
申
し
込
む

◇
問
合
せ
先　

　

十
種
ヶ
峰
青
少
年
自
然
の
家

　

☎
０
８
３
‐
９
５
８
‐
０
０
３
３

　

℻
０
８
３
‐
９
５
８
‐
０
７
０
５
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人口と世帯

… 人口 …
15,750  人

（増減－５人）

… 男 …
7,487  人 

… 女 …
8,263  人 

… 世帯 …
7,009 世帯

（１月１日現在）

今月の納期

２月・３月

休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口

◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　２月 28 日（日）　３月 27 日（日）

■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　２月 29 日（月）　３月 31 日（木）

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できな
い事情のある人などの納付に関する相
談もお受けします。

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課　　☎ 52-5804
　国民健康保険税
　後期高齢者医療保険料・介護保険料
　　　　　　………健康保険課　　☎ 52-5809
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課　　☎ 52-5810
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5807

　下水道受益者負担金
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5817

○固定資産税・都市計画税　 　（４期）
○国民健康保険税・介護保険料
　後期高齢者医療保険料	 （８期）

広
報
の
お
話
　
vol
８

　
『
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ

よ
』
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま

す
。
若
者
の
多
く
が
、
中
学
卒
業

後
は
高
校
・
大
学
進
学
も
し
く
は

就
職
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
道
、

新
し
い
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

成
人
式
は
、
そ
ん
な
『
違
う
道
』
に

進
ん
だ
20
歳
が
、
故
郷
で
仲
間
と

再
会
す
る
大
切
な
場
で
す
。

　

会
場
で
は
、
出
席
者
の
み
な
さ

ん
が
到
着
し
て
す
ぐ
に
「
久
し
ぶ

り
！
」「
変
わ
っ
て
な
い
ね
」と
友
人

と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
お
り
、
田

布
施
町
に
根
づ
く
絆
の
強
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
恩
師
が
持
っ

て
来
ら
れ
た
思
い
出
の
品
に
瞳
を

輝
か
せ
る
姿
に
は
、
教
師
と
生
徒

の
関
係
が
垣
間
見
え
、
学
生
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ

う
な
心
地
よ
い
時
間
が
流
れ
て
い

ま
し
た
。

　

集
合
写
真
の
下
に
掲
載
し
た
コ

メ
ン
ト
は
、
今
年
成
人
し
た
み
な

さ
ん
が
仲
間
に
向
け
て
書
い
た
も

の
で
す
（
茶
話
会
冊
子
抜
粋
）。
さ

ま
ざ
ま
な
世
界
で
経
験
を
重
ね
、

す
て
き
な
大
人
に
な
っ
て
、
こ
の

町
へ
戻
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
大
人
に
な
り
た
い
広
報
担
当
）

●印刷所　キッショウ株式会社 本紙は環境にやさしい再生紙を使用しています。

田布施町公式ホームページをリニューアルしました！

　 ２ 月 １ 日（ 月 ） よ り、 田 布
施 町 の 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ を リ
ニューアルしました。
　今回のリニューアルでは、トッ
プページのデザイン変更や情報
の配置の見直し、新たに「子育
て支援」と「定住促進」の特設ペー
ジの設置などを行いました。
　また、スマートフォンにも対
応しているため、よりはやい情
報入手が可能となっています。
　今後も、分かりやすく、見や
すいホームページを目指してい
きます。

問総務企画課  企画係　☎ 52-5803
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広
報
た
ぶ
せ

  NO.953

平
成
28
年

２
月
12
日

● 編集・発行　田布施町役場　総務企画課  企画係
　〒 742-1592   山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440 番地 1

☎ 0820-52-5803
　0820-53-0140

１
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき） 16
（水）

■保健センター開放日　10:00 ～ 12:00（西公）

２
（水）

■４か月児相談　10:00 ～ 10:30（西公）
■献血　9:30 ～ 11:30（ピクロス田布施店）

17
（木）

３
（木）

■３歳児健診　13:00 ～ 13:30（西公） 18
（金）

■各小学校卒業式　9:30 ～（各小学校）

４
（金）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公） 19
（土）

５
（土）

■牡蠣まつり　9:00 ～ 14:00（麻里府グラウンド） 20
（日）

６
（日）

21
（月）

■たぶせ少年少女合唱団定期演奏会　13:30 ～（西公）

７
（月）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公） 22
（火）

■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～ 13:30（スポーツセンター）

８
（火）

23
（水 ）

■１歳児教室　10:00 ～ 11:30（西公）
■こころの相談　13:30 ～ 15:00（いきいき）

９
（水）

■男性の料理教室　9:30 ～ 12:30（西公） 24
（木）

10
（木）

■田布施中学校卒業式　9:20 ～（中学） 25
（金）

11
（金）

26
（土）

12
（土）

27
（日）

13
（日）

28
（月）

14
（月）

■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～ 10:30（郷公） 29
（火）

15
（火）

30
（水）

31
（木）

３月のカレンダー
省
略
文
字

●中公：中央公民館　　　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●郷公：麻郷公民館　　　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校

柳 井 川

区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はありません。

午前９時～正午
（受付 午前 11 時 30 分まで）
午後１時～午後５時

（受付 午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

午後７時～午後 10 時
（受付 午後９時 30 分まで）

休日夜間応急診療所
（柳井市中央１- ５- ３）

●連絡先（診療時間内）

☎ 22-9001

【心】

【困】

【介】

【オ】

【困】 今月の困りごと相談
日時 ３月 28 日（月）
　　  午前 10 時～午後３時
場所 中央公民館１階和室
 問　町民福祉課 ☎ 52-5811
※子どもの人権相談・行政相談も
　受け付けています

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 午前 10 時～正午

（祝日・困りごと相談日を除く）

場所 町社会福祉協議会
 問　☎ 53-1103

【介】 介護よろず相談
日時 第２木曜日
　　 午前 10 時～午前 11 時
場所 高齢者いきいき館
 問　地域包括支援センター
  　　☎ 53-1292

FAX

【オ】 はつらつオレンジカフェ
日時 第４木曜日
　　 午前 10 時～正午
場所 高齢者いきいき館
 問　地域包括支援センター
  　　☎ 53-1292

HP　　http://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikakuzaisei@town.tabuse.lg.jp

【心】



成
人
お
め
で
と
う
！

感
動
・
感
激
・
感
謝
な
人
生
を
送
る
。

い
い
友
達
に
出
会
え
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。

“
今

”
が

楽
し

い
。

こ
れ

か
ら

も
楽

し
く

過
ご

せ
る

よ
う

に
頑

張
る

！

自
分
の
発
言
に
責
任
を
も
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

2
0
歳
が
み
ん
な
に
と
っ
て

幸
せ
な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

夢
は

で
っ

か
く

も
と

う

才
能
は
有
限
、
努
力
は
無
限
。

み
ん

な
、

素
敵

な
大

人
に

な
っ

て
く

だ
さ

い
！

　
１

月
３

日（
日

）、西
田

布
施

公
民

館
で『

平
成

28
年

田
布

施
町

成
人

式
』が

行
わ

れ
ま

し
た

。
　

会
場

で
は

、
式

典
を

は
じ

め
記

念
行

事
「

恩
師

と
語

ろ
う

」
や

茶
話

会
が

企
画

さ
れ

、　
参

加
者

の
み

な
さ

ん
は

、
久

し
ぶ

り
の

友
人

と
の

再
会

に
笑

顔
を

見
せ

て
い

ま
し

た
。



20
歳

、
人

生
の

節
目

で
す

。
　

し
っ

か
り

と
目

標
を

持
っ

て
進

ん
で

い
き

ま
す

！


